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□ クローズアップ診療（胆・膵疾患） 

□ 腹部超音波検査及び胃内視鏡検査予約について 
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Information 
 

 

 
  

   

クローズアップ診療（胆・膵疾患） 
 

 消化器がんのうち、肝・肝内胆管、胆のう・胆管及びすい臓は、他の部位に比べて
検診を経由して受診に至る割合が低い傾向にあります（下表参照）。 

 それだけ、早期発見が難しい部位のがんといえますが、平成３０年度から当院に
胆・膵疾患の診断・治療を専門とする医師が加わりましたので、ご紹介いたします
(裏面にて)。今後も先生方と共に、地域におけるがん医療の向上に努めていく所存
です。 

 主要部位 届出り患数 検診経由 検診割合 

食道 1,595 190 11.9% 

胃 6,590 1,192 18.1% 

結 腸 7,026 1,600 22.8% 

直 腸 3,370 691 20.5% 

肝・肝内胆管 1,644 62 3.8% 

胆のう・胆管 1,044 39 3.7% 

膵臓 1,794 91 5.1% 

『神奈川県悪性新生物登録事業年報』（平成30年3月） 
～部位別にみた検診経由患者数とその割合～ より抜粋 

（平成26年） 

本誌へのご意見、ご要望がございましたら、 
右記mailへお寄せ願います。地域医療連携の充
実に役立てていけるよう努めてまいります。 

発行人：地域医療連携室 

☎044-411-3131 

 mail：renkei4@kantoh.johas.go.jp  



当院は地域のランドマークを目指す地域医療支援病院です。 

 

   専門は胆・膵疾患の診断、治療です。どうぞよろしくお願いいたします。 
 早速ですが、皆様にお願いがございます。新規の糖尿病発症，急激な糖尿病の悪化、
エコーで膵臓にのう胞や石灰化がある，膵管が目立つ、このような患者さんがいらっ
しゃいましたら、是非一度消化器内科へご紹介ください。これらの患者さんは、すべて
膵がんのリスクファクターを有しています。膵がんは年々増加傾向で、部位別がん死
亡数第4位の年間3万人以上が亡くなる難治性のがん腫のひとつです。膵がんの克服
には早期発見が不可欠です。 
 他地域では地域医療連携システムの構築が膵がんの早期発見、生存率の改善に効
果を示しております。皆様に御協力いただきながら、この地域の膵がん早期発見、治
療に努めていきたいと考えております。 
 また、胆･膵疾患では緊急の処置が必要となる場合も多いですが、そのような際にも
迅速に最善の治療の提供を心がけます。いつでも、どうぞご相談ください。 

  鎌田 健太郎（かまだ けんたろう） 医師 

1998.3      秋田大学医学部卒業 
1998.4～2010.3  由利組合総合病院 消化器内科 
2010.4～2013.7  秋田大学医学部附属病院（2010.9～地域連携学講座研究員） 
2013.8～2013.11 仙北組合病院 消化器内科 
2013.12～2014.3 秋田大学医学部附属病院 消化器内科 
2014.4～2016.11 東京医科大学病院 消化器内科  
2016.12～2017.3 会田病院 消化器内科 
2017.4～2018.3  戸田中央総合病院 消化器内科 
2018.4～      関東労災病院 消化器内科  

腹部超音波検査及び胃内視鏡検査の予約について 
 

 

検 査 日 ：平日 月曜日から金曜日 
 
検査時間 ： 検査時間内で空きがあればいつでも可能です。是非、お問い合わせ下さい。 
 

※抗血栓薬等の休薬が必要のない患者さんのみ対象となります。 
 

内視鏡（胃カメラ）検査 

 
 
 
 

検 査 日 ： 平日 月曜日から金曜日 

 
検査時間 ： 9時～11時30分（9：00 9：30 10：00 10：30 11：00の1日5枠30分） 

腹部超音波検査 

 当院では、先生方から腹部超音波検査及び内視鏡検査の予約を受け付けておりま
す。ご不明な点等につきましては、以下までお問い合わせ願います。 
 

                   地域医療連携室・検査予約センター  
              （℡：044-435-5042直通 平日8:15～17:00） 
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